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・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
とシフトさせる歴史であったように思わ
れるのである。現行学校教育法第22条（旧77条）「幼稚園は（義
務教育及びその後の教育を培うものとして）、幼児を保育し、
（幼児の健やかな成長のために）適当な環境を与えて、その
心身の発達を助長することを目的とする」（　　）内は学校
教育法の改定によって付け加えられた文言である。第23条
（旧78条）「幼稚園（における教育）は、前条に規定する目
的を実現するため、次に掲げる目標を達成・・・」（　　）
内は、学校教育法の改定により付け加えられた文言である。
12）倉橋惣三、新庄よしこ『日本幼稚園史』臨川書店 1930年　
P. 50 （下線は神田）
13）同上の文献　P. 18 （下線は神田）
14）同上の文献　P.P. 31〜32
15）森上史郎、坂元彦太郎 他編『戦後保育史第1巻』フレーベ
ル館　1980年　P.P. 27〜28 （①〜⑨の番号及び下線は神
田）
16）以下の引用で＜　　＞内の部分は筆者による補足である。
17）平成20年文部科学省告示『幼稚園教育要領』（下線は神田）
18）平成20年厚生労働省告示『保育所保育指針』（下線は神田）
19）倉橋惣三「学校教育における幼稚園（1）」　宍戸建夫、阿部
真美子編『保育思想の潮流』栄光教育文化研究所　1997年
P. 103
